
アルクビエレ・ドライブについて

しずめこみ

メキシコ人の物理学者Miguel Alcubierre(ミゲル・アルクビエレ)は人類の夢である超
光速航法を真面目に考えた結果、現在アルクビエレ・ドライブと呼ばれる以下の時空計量
を見つけました。
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現在、超光速航法の理論はとても速く移動する方法とワームホールを使って時空をスキッ
プする方法の 2種類がありますが、アルクビエレ・ドライブは前者です。本講演ではアル
クビエレ・ドライブがなぜ超光速航法を表すのかを解説します。アルクビエレ・ドライブ
を作るのは現代物理の観点からは絶望的で、あくまで数学上の産物です。
本講演では以下の知識を仮定します。

・Minkowski時空
・世界線
・計量テンソル
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